
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の 

免
除
申
請

５
月
１
日（
月
）～
31
日（
水
）

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳（
Ａ

１
・
Ａ
２
）・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳（
１
級
）・
戦
傷
病
者
手
帳
の

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※�

障
害
区
分（
級
）、
車
の
名
義
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
免
除
の
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

※�

す
で
に
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

免
除
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

す
で
に
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

同
じ
軽
自
動
車
を
使
用
し
、
障
害

等
級
な
ど
に
変
更
の
な
い
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

申
請
者
１
人
に
対
し
、
１
台
の
み

（
普
通
自
動
車
を
含
む
）免
徐

▼�
令
和
５
年
度
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）納
税
通
知
書

　
▼��

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

　
▼�

運
転
免
許
証（
申
請
者
お
よ
び

運
転
者
）

　
▼�

車
検
証

　
▼�

生
計
同
一
証
明
書（
障
害
の
あ

る
方
な
ど
と
生
計
同
一
の
方

が
、
障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
通

院
・
通
学
な
ど
を
目
的
と
し
て

軽
自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
に

必
要
）

※�

同
証
明
書
は
、
本
庁
２
階
障
害
福

祉
課
で
発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

県
社
会
福
祉
課
で
発
行
し
ま
す
。

本
庁
税
務
課
、
各
支
所
、
甑
島

振
興
局
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、

を
お
持
ち
の

上
、
直
接

本
庁
税
務
課
税
制
Ｇ（

２
２

２
１
、
２
２
２
２
）ま
た
は
各
支
所
、

甑
島
振
興
局

５
月
か
ら
下
甑
支
所
を 

仮
移
転
し
ま
す

　
下
甑
支
所
庁
舎
は
、
建
築
か
ら
56

年
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
庁
舎
の

劣
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
５
月
１

日（
月
）か
ら
仮
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

　
支
所
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
仮
庁

舎
で
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
行
い
ま
す
。

　
仮
庁
舎
の
位
置
や
配
置
は
次
の
と

お
り
で
す
。

本
庁
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
財
産

管
理
Ｇ（

４
７
７
１
）�

▲位置図

▲配置図▲平面図

ゴールド集落支援
本庁コミュニティ課コミュニティG（ 4614）

　市では、地域が抱える課題の解決と市民が住み慣れた地
域に安心して住み続けられる地域づくりを推進するため、
過疎化や高齢化が進行するゴールド集落などについて、さ
まざまな支援事業を展開しています。

｢ゴールド集落｣ とは
　毎年１月１日現在の住民基
本台帳に登録された 70歳以上
の人口割合が、50％以上の自
治会区域のことで、本市独自
の呼称です。

｢特例ゴールド集落」とは
　令和４年度にゴールド集落
であったが、令和５年度にゴー
ルド集落の指定から外れた自
治会のこと。活用できる支援
事業に限りがあります。

地　域 ゴールド集落名（96自治会） 特例ゴールド集落名（５自治会）

川　内

大小路中央街、太平橋三丁目、月見市営住宅、楠元中、瀬戸、永野段、高貫、東大谷、
高牧、尾原、砂岳（水引）、湯ノ浦上、東手、網津中、宇都、井上、川底中、水引東団地、
牟田、小麦川、麓（峰山）、瀬戸地、久見崎南、十原、天神、上野（寄田）、新田、役田、
西川内、白浜、小川、上大迫、都合、松岡、長野（吉川）、宇都川路、下之段、湯之元、
伊勢美山、内門、浦小路（41自治会）

太平橋四丁目、川底上、
白浜（３自治会）

樋　脇 上藤本、菖蒲ヶ段、下牛鼻、岩下、上牛鼻、上野下、上段後、笹原、鍋原、平田、
上金具、田代、上之原、下村、庄内、杉馬場、子田形、笹ヶ迫、木下、笹嶺（20自治会） ー

入　来 麓上、諏訪、原、山下、長野下、水戸、赤仁田、八重（８自治会） 松山（1自治会）

東　郷 向江園、城ヶ原、向江原、山ノ口、笹野、山田中、鳥丸上、原、堀、大久保、中津俣、
本俣（12自治会） ー

祁答院 矢立、中、小牧、滝聞、菊地田、大坪（６自治会） ー
上　甑 中野、上甑町江石、桑之浦（３自治会） 瀬上（１自治会）
下　甑 岡、上、下、内川内、瀬尾（5自治会） ー
鹿　島 鹿島南（1自治会） ー

※ 上記表内の全てのゴールド集落、特例ゴールド集落には３月中に申請書などを送付しています。それぞれの手続きには申請期限があります。ご注意ください。

令和５年度 令和５年１月１日　現在

下甑支所
仮庁舎

手打小学校手打小学校

下甑支所
下甑支所

下甑郷土館下甑郷土館

下甑支所
仮庁舎

正面入口正面入口

駐車場駐車場宿直室宿直室 会議室会議室

市立図書館
下甑分館
市立図書館
下甑分館 トイレトイレ

待合室待合室

教育グループ教育グループ

市民生活グループ市民生活グループ

産業建設グループ産業建設グループ

正面入口正面入口
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■住宅などに関する各種補助金制度
事前相談・受付・問合先／本庁建築住宅課建築指導Ｇ（ ３６４２、３６４３）

補助金 補助対象者 補助対象工事など 補助率・金額 受付期間・注意事項

① 既存住宅改
修環境整備
事業補助金

・ 本市に住所を有する
方

・ 改修工事を行う住宅
に居住し、所有する
方

・ 市税を滞納していな
い方

・ 住宅の機能の維持および向
上のために行う改修（増築
を含む）で、工事に要する
費用（消費税などを含む）
が、20万円以上で、市に登
録されている市内の業者に
依頼する工事

補助率／ 20％
補助上限額／ 15 万円

５/16（火）～ 29日（月）
※ 土・日曜日を除く
・ 受付件数は、200件程

度（ただし、受付期間
中に予算の範囲を超え
た場合は、抽選）
郵送

　５/29（月）必着

② 危険ブロッ
ク塀等解体
撤去促進事
業補助金

・ 市内に所在する危険
ブロック塀などの所
有者や、所有者から
委任を受けた方

・ 市税を滞納していな
い方

・ 工事に要する費用（消費税
などを含む）が10万円以上
で、解体工事の資格を持つ
市内の業者に依頼する工事

・ 道路などに面し、かつ高さ
が１ｍ以上の危険なブロッ
ク塀などを解体撤去する工
事

補助率／ 50％
補助上限額／ 20 万円

４/20（木）～
・ 受け付けは、先着4件

程度

③ 木造住宅耐
震 診 断・ 改
修工事補助
金

・ 耐震診断または耐震
改修工事を行う木造
住宅の居住者または
所有者

・ 市税を滞納していな
い方

・ 昭和56年５月31日以前に着
工された一戸建て住宅、長屋
および共同住宅で、２階建て
以下かつ延べ面積500㎡以下
の木造住宅の耐震診断または
耐震改修工事

耐震診断／対象経費の３分の２
で、上限９万円
耐震改修工事／工事に要する経
費の 10 分の８で、上限 100 万
円

耐震診断／４/20（木）～ 
９/29（金）
・ 受け付けは、先着４棟
耐震改修工事／ ５/16

（火）～９/29（金）
・ 受け付けは、先着２棟
※ 次年度に予定している

方についても、９月末
日までにご相談くださ
い。

④ がけ地近接
等危険住宅
移転事業補
助金

・ 安 全 な 所 へ 移 転 し、
危険住宅を除却され
る方

・ 前記を行い、本人ま
た は 親 族 が 金 融 機
関からの借り入れを
行って、移転先の住
宅建設、購入または
改修をされる方（利息
補給を受ける場合）

・ 市税を滞納していな
い方

次のいずれかに該当する危険
住宅に、本人または親族が継
続して居住していること
・ がけ上・がけ下に建ってい

る昭和46年８月31日以前
に建築された住宅

・ 災害危険区域内（急傾斜地
崩壊危険区域）または土砂
災害特別警戒区域内に建つ
住宅

※ 防災工事が完了している場
合は対象外

危険住宅の除却費／上限額
97万５千円（実費補助）
安全な住宅の建設、購入および
改修、土地取得および敷地造成
に伴う借入に係る利息額／
・�建設、購入および改修上限額／

465万円（利息補給）
・ 土地取得上限額／
　206万円（利息補給）
・�敷地造成上限額／
　60万８千円（利息補給）

随時
※ 予算の調整が必要とな

りますので、移転を実
施する前の年度の９月
末日までにご相談くだ
さい。

事前相談・受付・問合先／本庁建築住宅課空き家政策Ｇ（ ３６３５、３６３６）
補助金 補助対象者 補助対象工事など 補助率・金額 受付期間・注意事項

危険廃屋等解
体撤去促進事
業補助金

・ 市内に所在する危険
廃屋などの所有者や、
所有者から委任を受
けた方

・ 市税を滞納していな
い方

・ 工事に要する費用（消費税な
どを含む）が30万円以上で、
解体工事の資格を持つ市内
の業者に依頼する工事

危険廃屋／補助率３分の１で、
上限30万円
景観支障廃屋（甑島・伝建地
区）／補助率２分の１で、上限45
万円

４/20（木）～
受け付けは、先着 40 件
程度

※各補助対象条件を満たす方が対象です。　※補助金額に千円未満の端数が生じた場合は、切り捨て
※いずれの補助金についても、交付決定前に工事などの事業に着手した場合は、補助金は交付されません。
※詳細については、市  上で確認いただくか、問い合わせください。

メリ
ット
広告料0円！

新規顧客をゲット！

市内約3万3,000世帯や
駅、スーパーなどに配布！

　広報薩摩川内の「読者のひろば」コーナーなどに投稿していただいた方に抽選でお送
りしているプレゼントを提供いただける事業者（市内の飲食店など）を募集しています。
　詳しくは市　  をご確認ください。

掲載希望の際はあらかじめご連絡いただき、市　 の申込書
をダウンロードし、必要事項を明記の上、本庁4階秘書広報
課へ直接、ファクス、メール
　　 秘書広報課企画総務・広聴広報G（　 4121・4122）
　 （20）5570　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp ▲市

※プレゼント費用は
ご負担いただきます
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